電子経済産業省アイディアボックス
のアイディア分析
[image: image1.emf]電子政府

IT

経済産業省

Web

アイディアボックス

クラウド

住民票

ID

利用者

システム

情報

国民

アイディア

サイト

企業

行政

技術

政府

データ

ネットワーク

意見

利用

サービス

公開

投稿

議論

機能

コメント

暗証番号

Twitter

行政機関

住民基本台帳カード

ＩＣカード ベンダー

ポータル

生体認証

ＣＩＯ

個人情報

事業仕分け

本人確認

省庁

仕組み

業務

自分

セキュリティ

社会

ユーザー

政策

自治体

民間

活用

管理

提供

提案

開発

実現

対応


上記は、複合語を考慮した上で、文字出現回数をフォントサイズなどに変換し作成した。
2009年11月26日
１．アイディア分析の目的
投稿意見は一定量を超えると担当者が全容を把握することが困難となる。そうなった場合、最近投稿されたアイディアやタイトルを中心に情報を把握することとなり、コメントなどに書かれた貴重な情報を埋もれさせてしまう場合がある。また、機械的に公平に用語を抽出することで、担当者の主観にとらわれずに話題の傾向を把握することが可能となる。
また、投稿された意見は様々な参加者が投稿するため同じ事項を違う言葉で記述する場合が多い。たとえば「電子申請」「オンライン申請」「ネット申請」「web申請」のように記述される。これらに関する意見を集約するためには、類似語を一体として検索することが望ましい。
２．前処理の実施
（１）テキストマイニングツールの選択
今回はテキスト分析のためのフリーソフトウェアである「KH coder」を使用した。
http://khc.sourceforge.net/

（２）データクレンジング
アイディア収集システムから「タイトル」「アイディア本文」「コメント」データのエクスポートをおこなった。エクスポート機能の障害によりHTMLタグや「?」等のゴミが大量に混入していたため、ワープロソフトの置換機能で消去した。
さらに、テキストマイニングツールが、半角カタカナ、縦棒、「①」等の機種依存文字を処理できないため、再度クレンジングを実施した。テキストマイニングツールで仮分析を実施後、「経産省」「METI」を正式な表現「経済産業省」にする等、主要省略語を正式な名前に修正を実施した。
（３）複合語の作成
「電子政府」が「電子」「政府」と分析されてしまうため、「電子政府」などの複合語をテキストマイニングツールで出現頻度順に５００語作成し、その内容をもとに再分析を実施した。
（４）未知語の評価
「CIO」など未知の言葉として抽出された主要な言葉を主要抽出語に追加した。
（５）誤処理された単語への対応
仮分析で抽出された用語を元にデータを確認した。
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固有名詞の二番目に「リ」が１６件あるが、「リ」で検索すると以下のようになり、「リプレイス」「リソース」等が誤処理されていることがわかる。
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「リ」に関しては件数も少なく大きく影響する単語でないのでそのままにしているが、重要な用語はここで修正を実施した。また、この時点で「ＣＩＯ」と「CIO」のように全角半角が別単語として認識されているものもわかるので、そのデータの修正を実施した。
　　　この作業を何度か繰り返すことで分析の精度が上がっていく。
３．アイディア分析の実施
最終的にデータクレンジングが終了した表が完成する。
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（１）クラスター分析
これを元に、単語の相互関連性を示す抽出語のクラスター分析を実施すると、以下のように関連が示される。精緻度に課題は残すが、分析者の主観が入らないデータの分析が可能である。データが大量で分類できないときには有効な手法といえる。
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抽出語だけでなくでのクラスター文書を行うことで大枠での分類が可能である。以下は、クラスター数を１０に設定し分析した例である。
クラスター１：ネットワーク関連
クラスター２：電子政府関連
クラスター３：その他
クラスター４：アイディア関連
クラスター５：システム関連　　　　　等
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　クラスター毎の文書数、そのクラスターの特徴、そこで抽出された文書は、上図のように表示できる。
（２）抽出語検索
興味のある分野について検索したい場合には、全文に対して抽出処理を実施する。以下のように関連抽出語が抽出される。
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さらに興味のある抽出語を選択すると、目的の用語関連文書が一覧化される。
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ここで選択文書から読みたい文書を選択すると以下のように表示される。
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（３）関連語分析
分析では、類似用語の集約も重要である。「ネットワーク」に関してはアイディアを記述した人により「ネット」「ネットワーク」「インターネット」「ｗｅｂ」などの様々な用語が使われる。これらを同意であるという意味の辞書を作成することで、関連用語を一括検索可能にする。以下が辞書ファイルである。
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この辞書を作ることにより関連語検索を実施すると関連する単語も含む幅広い検索が実施される。
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４．政策形成プロセスでの活用の方法
　アイディア収集などを実施した場合に、大量のアイディアが来た場合に分類を行うと以下の課題がある。
・量が多すぎて分類作業そのものが困難な場合がある
・大量の意見を連続して読んでいる内に個別意見が埋もれてしまうことが多い
・特に長い文書で多くの論点を記述している場合、意見を見逃すことが多い
・分類に分類者の意図が入る
・分類結果のとりまとめが定性的なため、分類に意図が入った上に、その結果の分析に更に意図が入りやすい
テキストマイニングを活用することで、以下のような効果がある。
・分析作業が効率的に可能となる
・定量的に興味分野を特定できる
・分析者が予期しない関連性を発見してくれる
・目的に応じた検索が可能になる
　
特に、頻出単語に関してどのような論点が示されているのかが簡単に把握できることは、政策の検討を進めていく上で重要である。これまでのパブリックコメント等の分析では一覧化してシーケンシャルに情報を把握していく方法が多かったが、様々な論点（用語）に応じて情報を分析することにより、これまで見落としてしまっていた情報も含め、集められた情報を網羅的に分析することが可能となる。
たとえば、「統一番号」について賛否両論の意見をテキストマイニングツールで俯瞰し、その他の情報と組み合わせて分析することにより、様々な意見を踏まえた政策形成が容易になると考えられる。
1

